






































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は③
有機農業推進法第2条において、有機農業は化学合成肥料及び化学合成農薬を使用しない
こと、並びに遺伝子組換え技術を利用しないことを基本として行われる農業と定義されて
いる。

●問題Ⅲ-2
正解は①
ジャガイモの原産地は南アメリカのアンデス山脈高根地帯である。中央アフリカとする記
述は誤りであり、ナス科の多年生草本で地下の塊茎を食用部とする。

●問題Ⅲ-3
正解は⑤
根粒菌はマメ科植物の根に共生する土壌細菌である。植物から光合成産物の供給を受け、
ニトロゲナーゼにより大気中の窒素ガスをアンモニアへと変換して植物へ供給する。

●問題Ⅲ-4
正解は④
農用車輪トラクタの二輪駆動方式は、牽引力や作業機装着時の荷重配分を確保するために
後輪を駆動する後輪駆動が一般的である。前輪のみ駆動とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-5
正解は②
マメ科やアブラナ科、ウリ科などの無胚乳種子を持つ双子葉植物では、種子の発生過程で
胚乳が退化・吸収され、養分を蓄えた子葉が大きく発達して種子の大部分を占める。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
平成30年産果実収穫量は、Aがぶどう、Bがみかん、Cがかき、Dがももである。問題文の選
択肢に完全一致する組み合わせがないが、公式解答では⑤が正答と発表されている。

●問題Ⅲ-7
正解は③
セル成型苗はトレイ内の小型セルで育苗される小根鉢苗（プラグ苗）であり、単位面積当
たりに極めて多数の苗を効率的に生産できる。大苗のため生産効率が低いとする記述は誤
りである。

●問題Ⅲ-8
正解は④
世界における緑茶の最大の生産国および輸出国は中国であり、世界の緑茶生産量の大半を
占めている。日本が最も多いとする選択肢④の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は②
農薬取締法における「農薬」には、病害虫の防除薬剤だけでなく、除草剤や植物成長調整
剤、さらには天敵などの生物農薬も含まれるため、除草剤等が含まれないとする②は誤り
である。

●問題Ⅲ-10
正解は①
雑草の一般的な特性は、初期の栄養成長が極めて早く、速やかに開花・結実し、長期間に
わたって種子を生産・散布することである。栄養成長が遅いとする①は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は⑤
放射性セシウムの作物への吸収・移行を抑制するために施用されるのは加里（カリウム）



肥料である。同族元素であるカリウムとの競合吸収を利用するため、リン酸質肥料とする
⑤は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は①
油脂の自動酸化は二重結合の炭素に隣接するメチレン基でラジカルが発生して進行するた
め、不飽和度の高い多価不飽和脂肪酸ほど速く進行する。不飽和度が低いほど速いとする
①は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は④
糸引き納豆は、蒸煮した大豆に納豆菌（枯草菌の一種）を接種・増殖させて製造される発
酵食品である。コウジカビ（麹菌）を増殖させるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は②
あられ（おかき）および白玉粉の原料はもち米である。一方、ビーフンはインディカ種等
のアミロース含量が高いうるち米を主原料として製造される。

●問題Ⅲ-15
正解は④
塩化カリウム（KCl）は苦味を伴うものの塩味を呈するため、減塩を目的とした食塩代替
調味料として広く利用されている。塩味を呈さないとする④は不適切である。

●問題Ⅲ-16
正解は③
マヨネーズや牛乳は油滴が水中に分散する水中油滴型（O/W型）であり、バターやマーガ
リンは水滴が油中に分散する油中水滴型（W/O型）であるため、記述が逆で誤りである。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
殺菌線（波長254nm付近）などの紫外線は物質に対する透過力が極めて弱く、効果は照射
された食品や包装容器の表面に限定される。内部にまで及ぶとする⑤は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は③
もと畜費が発生せず労働費割合の高いCは子牛生産、もと畜（素牛）購入費が高額で費用
の大半を占めるBは和牛去勢肥育、Aは乳用雄肥育牛に対応する。

●問題Ⅲ-19
正解は⑤
ウシなどの反すう家畜に慢性肉芽腫性腸炎を引き起こすヨーネ病の病原体は、抗酸菌の一
種であるヨーネ菌（細菌）である。ウイルスとする⑤の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は②
牛枝肉取引規格の格付けは、部分肉歩留まりを表す歩留等級がA〜Cの3段階、肉質を表す
肉質等級が5〜1の5段階であり、両者を組み合わせて表示するため②は誤りである。

●問題Ⅲ-21
正解は④
ウシやブタは周年繁殖動物、ウマやヒツジは季節繁殖動物である。発情周期は卵胞期に分
泌されるエストロゲンと、黄体期に分泌されるゲスターゲンによって支配される。

●問題Ⅲ-22
正解は③
ウシの初乳は常乳に比べて免疫グロブリンだけでなく、カロテンやビタミンA、D、Eなど
の脂溶性ビタミン含量が数倍〜十数倍高く含まれるため、③は誤りである。



●問題Ⅲ-23
正解は①
和牛における脂肪交雑等の肉質重視の改良は、昭和後期の牛肉輸入自由化への対応や高級
志向を背景に以前から推進されていたものであり、BSE発生が契機ではない。

●問題Ⅲ-24
正解は④
圃場整備では、大型農業機械の導入や作業効率の向上を図るため、不整形で狭小な農地区
画を統合・大区画化して整形する。区画を細分化するとする④は不適切である。

●問題Ⅲ-25
正解は②
景観法では良好な景観を国民共通の資産と位置づけ、その保全・形成には行政だけでなく
住民や事業者を含めた多様な主体が協働して取り組む責務が定められている。

●問題Ⅲ-26
正解は①
我が国における低標高地の草地の多くは、古くからの採草や火入れ、放牧といった継続的
な人為的管理によって維持されてきた半自然草地であり、自然現象によるものは僅かであ
る。

●問題Ⅲ-27
正解は②
「コラ」は南九州の火山灰・シラス地帯に挟在する難透水性の硬質固結層の地方名であ
る。浅間山の噴出物が凝固した層とする②の記述は分布地域が異なり不適切である。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
農道は土地改良法に基づく土地改良事業等により造成され、市町村等の管理者によって農
道台帳に登載・管理される主として幅員1.8m以上の農業用道路である。

●問題Ⅲ-29
正解は③
水田の区画において、幹線道路や用排水路等で囲まれた区画は圃区や農区であり、耕区は
耕作・水管理の単位となる最小の基盤区画であるため、③の定義は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は④
円筒ケーシング内でプロペラ羽根車の回転推力により水を軸方向に揚水する形式は軸流ポ
ンプである。渦巻ポンプは遠心力を利用する形式であるため、④は誤りである。

●問題Ⅲ-31
正解は②
堤体底面積が広く接地圧が小さいフィルダムのほうが基礎地盤に対する適応性が高い。重
力式コンクリートダムは強固な岩盤基礎が必須であるため、②は逆で誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は①
地盤がせん断破壊を起こす限界の荷重は極限支持力と呼ばれる。許容支持力は極限支持力
を安全率で割って求めた安全な荷重強度であるため、①の記述は不適切である。

●問題Ⅲ-33
正解は①
定常流と等流の定義、限界流速と波速による常流・射流の区分、代表的な平均流速公式の
適用分野、潤辺および径深の水理学的定義はいずれも正確であり、すべて正しい。

●問題Ⅲ-34



正解は③
日本列島周辺のプレートテクトニクスでは、海洋プレートが陸側のプレートの下へと沈み
込んでいる。大陸プレートが海洋プレートに沈み込むとする③の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
ストックマネジメントは、既存施設の機能診断・評価に基づき計画的な保全対策とモニタ
リングを行い、施設の長寿命化とライフサイクルコスト（LCC）の低減を図る管理体系で
ある。


